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は
じ
め
に

　
　李
白
「
春
夜
洛
城
聞
笛
」︵
巻
一
八
四�
︶

　
　誰
家
玉
笛
暗
飛
聲

　
　誰
が
家
の
玉
笛
ぞ

　暗
に
声
を
飛
ば
す

　
　散
入
春
風
滿
洛
城

　
　散
じ
て
春
風
に
入
り

　洛
城
に
満
つ

　
　此
夜
曲
中
聞
折
柳

　
　此
の
夜

　曲
中
に
折
柳
を
聞
く

　
　何
人
不
起
故
園
情

　
　何
人
か
故
園
の
情
を
起
こ
さ
ざ
ら
ん

　右
は
国
語
教
科
書
の
教
材
と
し
て
も
知
ら
れ
る
李
白
の
「
春
夜
洛
城
に
笛
を

聞
く
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
第
三
句
に
望
郷
の
思
い
を
引
き
起
こ
す
曲
と
し
て

登
場
す
る
「
折
柳
」
す
な
わ
ち
「
折
楊
柳
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
と
し
て

送
別
の
場
に
お
い
て
楊
柳
の
枝
を
折
っ
て
旅
立
つ
人
物
に
贈
る
「
折
柳
贈
別
」

の
習
俗
が
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。

　例
え
ば
、
漢
詩
漢
文
解
釈
講
座
第
�
巻
﹃
漢
詩
Ⅱ
︵
唐
詩
・
上
︶﹄︵
昌
平

社
・
一
九
九
五
︶
は
、「
聞
折
柳
」
の
語
釈
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

当
時
、
送
別
の
際
に
柳
の
枝
を
折
っ
て
旅
立
つ
人
に
贈
っ
た
習
俗
が
あ

り
、
そ
の
「
祖そ

餞せ
ん

」︵
い
わ
ば
送
別
宴
︶
の
場
で
笛
曲
と
し
て
演
奏
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
曲
を
耳
に
す
る
と
「
離
別
」「
郷
愁
」

な
ど
が
想
起
さ
れ
た
。︵
三
四
三
頁
︶

　ま
た
研
究
資
料
漢
文
学
�
﹃
詩
Ⅱ
﹄︵
明
治
書
院
・
一
九
九
四
︶
に
は
、

︵
別
れ
の
曲
で
あ
る
︶「
折
楊
柳
」
の
調
べ
を
聞
い
た
。「
折
柳
」
は
、
別

離
の
情
を
歌
う
笛
の
曲
「
折
楊
柳
」。
古
く
か
ら
の
楽
府
題
で
、
そ
の
題

名
は
、
旅
立
つ
人
を
見
送
る
と
き
、
楊
柳
︵
柳
と
留
が
同
じ
音
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
旅
立
つ
人
を
留
め
る
、
と
い
う
気
持
ち
を
託
し
た
︶
の
枝
を
環

︵
環
と
還
が
同
じ
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
事
の
帰
還
を
祈
る
気
持
ち
を

込
め
た
︶
に
し
て
贈
っ
た
風
習
に
発
す
る
。
当
時
、
都
長
安
を
旅
立
つ
人

を
見
送
る
と
き
は
、
郊
外
の
覇は

橋き
よ
う

ま
で
共
に
ゆ
き
、
見
送
っ
た
と
い
う
。

︵
二
十
六
頁
︶

と
、
そ
の
理
由
も
含
め
て
、
送
別
の
時
に
楊
柳
の
枝
を
贈
る
習
俗
が
あ
っ
た
と

佐

　藤

　大

　志

唐
代
の
「
折
楊
柳
」

―

「
折
柳
寄
遠
」
か
ら
「
折
柳
贈
別
」
へ―
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説
明
す
る
。
こ
の
「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
は
、
王
之
渙
「
涼
州
詞
」
や
王
維

「
送
元
二
使
安
西
」
の
解
説
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
唐
代
の

一
般
的
な
習
俗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
常
識
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　し
か
し
、
稿
者
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
盛
唐
以
前
の
詩
に
お
い
て
、
こ
の
「
折

柳
贈
別
」
の
習
俗
を
、
詩
中
に
明
確
に
詠
み
込
む
詩
は
見
当
た
ら
ず
、「
折
柳

贈
別
」
が
顕
著
に
現
れ
始
め
、
詩
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
定
着
す
る
の
は
中
晩
唐

以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

　稿
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
、﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
二
・
横
吹
曲
辞
二
所
収
の

「
折
楊
柳
」
の
作
例
を
中
心
と
し
て
、
梁
陳
以
前
の
「
折
楊
柳
」
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
梁
陳
の
「
折
楊
柳
」
は
、
男
性
が
望
郷
の
思
い
を

込
め
て
楊
柳
を
「
攀
折
」
す
る
「
折
柳
望
郷
」
と
、
女
性
が
遠
離
別
の
男
性
を

思
っ
て
楊
柳
を
「
攀
折
」
す
る
「
折
柳
寄
遠
」
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
も
の

の
、「
折
柳
贈
別
」
は
、
梁
陳
以
前
の
詩
に
は
見
出
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た�
。

　本
稿
で
は
、
こ
の
前
稿
の
結
論
を
踏
ま
え
、
唐
代
に
お
け
る
「
折
楊
柳
」
の

展
開
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、「
折
柳
贈
別
」
が
送
別
詩
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
定

着
す
る
ま
で
の
過
程
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

一

　初
唐
期
の
「
折
楊
柳
」

　﹃楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
所
載
の
「
折
楊
柳
」
で
は
、
六
朝
末
の
江
総
に

続
い
て
、
初
唐
期
の
作
例
と
し
て
盧
照
鄰
の
「
折
楊
柳
」
を
挙
げ
る
。

盧
照
鄰
「
折
楊
柳
」︵
巻
四
二
︶

倡
樓
啓
曙
扉

　
　倡
楼

　曙
扉
を
啓ひ
ら

く
に 

楊
柳
正
依
依

　
　楊
柳

　正ま
さ

に
依
依
た
り

鶯
啼
知
歳
隔

　
　鴬
啼な

き
て

　歳
の
隔
た
る
を
知
り

條
變
識
春
歸

　
　条え

だ

変
じ
て

　春
の
帰
る
を
識し

る 

露
葉
凝
愁
黛

　
　露
葉

　秋
黛
を
凝
ら
す
が
ご
と
く

風
花
亂
舞
衣

　
　風
花

　舞
衣
を
乱
す
が
ご
と
し

攀
折
聊
將
寄

　
　攀
折

　聊
か
将も
つ

て
寄
せ
ん
と
す
る
も

軍
中
音
信
稀

　
　軍
中

　音
信

　稀
な
り

　盧
照
鄰
の
「
折
楊
柳
」
は
、
遠
く
離
れ
た
辺
境
の
兵
士
を
思
う
妓
女
の
心
情

を
詠
む
。「
依
依
」
た
る
楊
柳
は
、
男
性
が
故
郷
を
出
発
す
る
時
の
春
の
情
景

を
詠
ん
だ
﹃
詩
経
﹄
小
雅
「
采
薇
」
の
「
昔
我
往ゆ

き
し
に
、
楊
柳
依
依
た
り
」

︵
昔
我
往
矣
、
楊
柳
依
依
︶
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
別
離
の
時
を
象
徴
す
る

景
物
と
し
て
、
六
朝
詩
に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　初
唐
期
の
詩
で
は
、
例
え
ば
、
劉
希
夷
「
采
桑
」︵
巻
八
二
︶
に
「
楊
柳

　

行
人
を
送
り
、
青
青

　西
の
か
た
秦
に
入
る
。
誰
が
家
の
采
桑
の
女
ぞ
、
楼
上

春
に
勝た

え
ず
」︵
楊
柳
送
行
人
、
靑
靑
西
入
秦
。
誰
家
采
桑
女
、
樓
上
不
勝
春
︶

と
あ
り
、
旅
立
つ
人
を
見
送
る
楊
柳
を
見
て
、
離
別
し
た
男
性
を
思
い
出
し
、

そ
の
帰
還
を
願
う
採
桑
の
女
性
を
詠
む
。
ま
た
陳
子
昂
「
送
客
」︵
巻
八
四
︶

に
「
故
人

　洞
庭
よ
り
去
り
、
楊
柳

　春
風
に
生
ず
。
相
送
る

　河
洲
の
晩
、

蒼
茫

　別
思
盈み

つ
」︵
故
人
洞
庭
去
、
楊
柳
春
風
生
。
相
送
河
洲
晩
、
蒼
茫
別

思
盈
︶
と
あ
り
、
洞
庭
湖
を
去
る
客
を
見
送
る
時
の
景
物
と
し
て
、
春
風
に
吹

か
れ
る
楊
柳
の
姿
を
描
く
。

　初
唐
期
の
詩
に
お
け
る
「
楊
柳
」
は
、
離
別
の
時
を
象
徴
す
る
春
の
景
物
と

し
て
描
か
れ
て
お
り
、「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
を
暗
示
す
る
詩
は
見
当
た
ら
な
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説
明
す
る
。
こ
の
「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
は
、
王
之
渙
「
涼
州
詞
」
や
王
維

「
送
元
二
使
安
西
」
の
解
説
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
唐
代
の

一
般
的
な
習
俗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
常
識
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　し
か
し
、
稿
者
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
盛
唐
以
前
の
詩
に
お
い
て
、
こ
の
「
折

柳
贈
別
」
の
習
俗
を
、
詩
中
に
明
確
に
詠
み
込
む
詩
は
見
当
た
ら
ず
、「
折
柳

贈
別
」
が
顕
著
に
現
れ
始
め
、
詩
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
定
着
す
る
の
は
中
晩
唐

以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

　稿
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
、﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
二
・
横
吹
曲
辞
二
所
収
の

「
折
楊
柳
」
の
作
例
を
中
心
と
し
て
、
梁
陳
以
前
の
「
折
楊
柳
」
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
梁
陳
の
「
折
楊
柳
」
は
、
男
性
が
望
郷
の
思
い
を

込
め
て
楊
柳
を
「
攀
折
」
す
る
「
折
柳
望
郷
」
と
、
女
性
が
遠
離
別
の
男
性
を

思
っ
て
楊
柳
を
「
攀
折
」
す
る
「
折
柳
寄
遠
」
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
も
の

の
、「
折
柳
贈
別
」
は
、
梁
陳
以
前
の
詩
に
は
見
出
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た�
。

　本
稿
で
は
、
こ
の
前
稿
の
結
論
を
踏
ま
え
、
唐
代
に
お
け
る
「
折
楊
柳
」
の

展
開
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、「
折
柳
贈
別
」
が
送
別
詩
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
定

着
す
る
ま
で
の
過
程
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

一

　初
唐
期
の
「
折
楊
柳
」

　﹃楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
所
載
の
「
折
楊
柳
」
で
は
、
六
朝
末
の
江
総
に

続
い
て
、
初
唐
期
の
作
例
と
し
て
盧
照
鄰
の
「
折
楊
柳
」
を
挙
げ
る
。

盧
照
鄰
「
折
楊
柳
」︵
巻
四
二
︶

倡
樓
啓
曙
扉

　
　倡
楼

　曙
扉
を
啓ひ
ら

く
に 

楊
柳
正
依
依

　
　楊
柳

　正ま
さ

に
依
依
た
り

鶯
啼
知
歳
隔

　
　鴬
啼な

き
て

　歳
の
隔
た
る
を
知
り

條
變
識
春
歸

　
　条え

だ

変
じ
て

　春
の
帰
る
を
識し

る 

露
葉
凝
愁
黛

　
　露
葉

　秋
黛
を
凝
ら
す
が
ご
と
く

風
花
亂
舞
衣

　
　風
花

　舞
衣
を
乱
す
が
ご
と
し

攀
折
聊
將
寄

　
　攀
折

　聊
か
将も
つ

て
寄
せ
ん
と
す
る
も

軍
中
音
信
稀

　
　軍
中

　音
信

　稀
な
り

　盧
照
鄰
の
「
折
楊
柳
」
は
、
遠
く
離
れ
た
辺
境
の
兵
士
を
思
う
妓
女
の
心
情

を
詠
む
。「
依
依
」
た
る
楊
柳
は
、
男
性
が
故
郷
を
出
発
す
る
時
の
春
の
情
景

を
詠
ん
だ
﹃
詩
経
﹄
小
雅
「
采
薇
」
の
「
昔
我
往ゆ

き
し
に
、
楊
柳
依
依
た
り
」

︵
昔
我
往
矣
、
楊
柳
依
依
︶
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
別
離
の
時
を
象
徴
す
る

景
物
と
し
て
、
六
朝
詩
に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　初
唐
期
の
詩
で
は
、
例
え
ば
、
劉
希
夷
「
采
桑
」︵
巻
八
二
︶
に
「
楊
柳

　

行
人
を
送
り
、
青
青

　西
の
か
た
秦
に
入
る
。
誰
が
家
の
采
桑
の
女
ぞ
、
楼
上

春
に
勝た

え
ず
」︵
楊
柳
送
行
人
、
靑
靑
西
入
秦
。
誰
家
采
桑
女
、
樓
上
不
勝
春
︶

と
あ
り
、
旅
立
つ
人
を
見
送
る
楊
柳
を
見
て
、
離
別
し
た
男
性
を
思
い
出
し
、

そ
の
帰
還
を
願
う
採
桑
の
女
性
を
詠
む
。
ま
た
陳
子
昂
「
送
客
」︵
巻
八
四
︶

に
「
故
人

　洞
庭
よ
り
去
り
、
楊
柳

　春
風
に
生
ず
。
相
送
る

　河
洲
の
晩
、

蒼
茫

　別
思
盈み

つ
」︵
故
人
洞
庭
去
、
楊
柳
春
風
生
。
相
送
河
洲
晩
、
蒼
茫
別

思
盈
︶
と
あ
り
、
洞
庭
湖
を
去
る
客
を
見
送
る
時
の
景
物
と
し
て
、
春
風
に
吹

か
れ
る
楊
柳
の
姿
を
描
く
。

　初
唐
期
の
詩
に
お
け
る
「
楊
柳
」
は
、
離
別
の
時
を
象
徴
す
る
春
の
景
物
と

し
て
描
か
れ
て
お
り
、「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
を
暗
示
す
る
詩
は
見
当
た
ら
な
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い
。
盧
照
鄰
の
「
折
楊
柳
」
に
お
い
て
も
、
女
性
が
楊
柳
を
「
攀
折
」
す
る
の

は
、
遠
離
別
の
男
性
に
楊
柳
の
枝
を
送
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
詩
は
梁
陳
の

「
折
柳
寄
遠
」
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
詩
で
あ
る
。

　こ
の
盧
照
鄰
の
「
折
楊
柳
」
の
よ
う
に
、
初
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
の
多
く

は
、
遠
離
別
の
男
性
を
思
う
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
主
題
と
す
る
。﹃
楽
府

詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
に
収
め
ら
れ
る
初
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
で
は
、
沈
佺
期

︵﹃
全
唐
詩
﹄
は
一
に
宋
之
問
の
詩
に
作
る
と
注
す
︶、
劉
憲
、
崔
湜
ら
の
「
折

楊
柳
」
も
閨
怨
の
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
詠
ん
で
お
り�
、
そ
れ
は
次
の
韋

承
慶
「
折
楊
柳
」
も
同
じ
で
あ
る
。

韋
承
慶
「
折
楊
柳
」︵
巻
四
六
︶

萬
里
邊
城
地

　
　万
里

　辺
城
の
地

三
春
楊
柳
節

　
　三
春

　楊
柳
の
節

葉
似
鏡
中
眉

　
　葉
は
鏡
中
の
眉
に
似

花
如
關
外
雪

　
　花
は
関
外
の
雪
の
如
し

征
人
遠
郷
思

　
　征
人

　遠
郷
の
思
い

倡
婦
高
樓
別

　
　倡
婦

　高
楼
の
別
れ

不
忍
擲
年
華

　
　年
華
を
擲な
げ
う

つ
に
忍
び
ず

含
情
寄
攀
折

　
　情
を
含
み
て
攀
折
を
寄
す

　冒
頭
に
「
萬
里
邊
城
地
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
兵
士
が
い
る
辺
境
の

地
か
ら
始
ま
り
、
第
三
・
四
句
は
柳
の
葉
を
鏡
に
映
る
女
性
の
眉
に
、
花
︵
柳

絮
︶
を
辺
境
に
降
る
雪
に
見
立
て
る
。
続
く
第
五
・
六
句
が
、
遠
く
故
郷
を
思

う
「
征
人
」
と
、
高
楼
で
男
性
と
の
別
離
を
思
う
「
倡
婦
」
を
対
比
的
に
描
く

と
こ
ろ
か
ら
推
せ
ば
、
第
三
・
四
句
も
男
性
と
女
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
春
の
楊
柳

の
姿
に
、
遠
く
離
別
す
る
相
手
の
姿
や
彼
の
地
の
景
物
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
て

い
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
結
び
の
二
句
で
は
、
春
の
時

光
を
無
為
に
過
ご
す
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
、
遠
く
離
別
す
る
相
手
を
思
っ
て
楊

柳
を
手
折
っ
て
送
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
詠
む
。
閨
怨
の
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」

と
、
男
性
の
望
郷
の
思
い
を
詠
む
「
折
柳
望
郷
」
を
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
、
遠
く

離
別
し
た
人
に
楊
柳
を
送
る
こ
と
を
以
て
、
こ
の
詩
は
結
ば
れ
て
い
る�
。

　以
上
の
よ
う
に
、
初
唐
期
の
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
は
、
い
ず
れ
も
閨
怨
の
女

性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
主
題
と
す
る�
。
そ
の
一
方
、
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
以
外

の
詩
で
は
、「
折
楊
柳
」
と
い
う
曲
が
、
辺
境
由
来
の
笛
曲
で
あ
り
、
ま
た
辺

境
の
兵
士
の
望
郷
の
思
い
を
か
き
立
て
る
曲
と
し
て
見
え
る
。
例
え
ば
、
駱
賓

王
「
従
軍
中
行
路
難
二
首
」
其
一
︵
巻
七
七
︶
に
「
且
に
清
笳
楊
柳
の
曲
を
悦

ば
ん
と
す
る
に
、
詎な
ん

ぞ
芳
園
桃
李
の
人
を
憶お
も

は
ん
」︵
且
悦
清
笳
楊
柳
曲
、
詎

憶
芳
園
桃
李
人
︶
と
あ
り
、
ま
た
張
説
「
送
趙
二
尚
書
彦
昭
北
伐
」︵
巻
八
八
︶

に
「
梅
花
は
別
れ
の
引う
た

を
吹
き
、
楊
柳
は
帰
る
詩
を
賦
す
」︵
梅
花
吹
別
引
、

楊
柳
賦
歸
詩
︶
と
あ
る
。
両
者
と
も
に
横
吹
曲
の
「
折
楊
柳
」
が
北
朝
由
来
の

曲
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
前
者
は
天
子
の
恩
に
報
い
ん
と
す
る
兵
士
は
、
笳

で
演
奏
さ
れ
る
楊
柳
の
曲
を
聞
い
て
も
、
故
郷
で
待
つ
美
し
い
人
を
思
い
出
す

こ
と
も
な
い
と
言
い
、
後
者
は
同
じ
く
北
朝
由
来
の
「
梅
花
落
」
と
並
列
し
、

「
梅
花
落
」
が
別
離
の
曲
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
折
楊
柳
」
は
思
帰
の
詩
で
あ

る
と
言
う
。

　こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
初
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
は
、
遠
離
別
の
男
性
を

思
う
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
と
、
故
郷
を
思
う
男
性
の
「
折
柳
望
郷
」
の
二
つ

の
「
折
楊
柳
」
が
あ
り
、
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
は
、
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
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主
題
と
し
、
男
性
の
「
折
柳
望
郷
」
は
「
折
楊
柳
」
の
曲
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　そ
し
て
、
送
別
の
場
で
楊
柳
を
贈
る
「
折
柳
贈
別
」
は
、
初
唐
期
の
詩
に
は

見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
送
別
の
場
に
お
け
る
折
柳
を
詠
む
詩
も
、
初
唐

期
の
詩
に
は
見
出
せ
な
い
。
初
唐
期
の
詩
に
お
い
て
、「
楊
柳
」
は
送
別
の
場

を
想
起
さ
せ
る
景
物
と
し
て
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、「
折
楊
柳
」
は
送

別
の
場
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
遠
別
離
を
表
象
す
る
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二

　盛
唐
期
の
「
折
楊
柳
」

　﹃楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
の
「
折
楊
柳
」
に
は
、
盛
唐
期
の
詩
人
の
「
折

楊
柳
」
と
し
て
、
張
九
齢
、
徐
延
寿�
、
李
白
の
詩
を
収
録
す
る
。
彼
ら
の
「
折

楊
柳
」
は
、
い
ず
れ
も
閨
怨
の
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
で
あ
る
。

李
白
「
折
楊
柳
」︵
巻
一
六
五
︶

垂
楊
拂
綠
水

　
　垂
楊

　緑
水
を
払
ひ

搖
豔
東
風
年

　
　揺よ

う

艶え
ん

た
り

　東
風
の
年

花
明
玉
關
雪

　
　花
は
明
ら
か
な
る
こ
と

　玉
関
の
雪
の
ご
と
く

葉
暖
金
窗
烟

　
　葉
は
暖や
は

ら
か
な
る
こ
と

　金
窓
の
烟け
む
り

の
ご
と
し

美
人
結
長
想

　
　美
人

　長
想
を
結
び

對
此
心
淒
然

　
　此
に
対
し
て

　心
淒
然
た
り 

攀
條
折
春
色

　
　条え

だ

を
攀と

り
て

　春
色
を
折
り

　
　遠
寄
龍
庭
前

　
　遠
く
寄
す

　龍
庭
の
前

　前
半
は
春
風
に
吹
か
れ
る
春
の
楊
柳
の
姿
を
描
き
、
後
半
は
そ
の
春
の
楊
柳

を
見
て
辺
境
に
出
征
し
た
男
性
に
楊
柳
を
送
ろ
う
と
す
る
女
性
を
描
く
。
柳
の

花
を
辺
境
の
雪
に
喩
え
る
こ
と
は
、
先
の
韋
承
慶
「
折
楊
柳
」
に
も
見
え
た
表

現
で
あ
り
、
こ
の
詩
は
、
梁
陳
の
「
折
楊
柳
」
か
ら
初
唐
の
「
折
楊
柳
」
へ
と

継
承
さ
れ
た
「
折
柳
寄
遠
」
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

　こ
の
李
白
「
折
楊
柳
」
と
同
じ
よ
う
に
、
張
九
齢
と
徐
延
寿
の
「
折
楊
柳
」

も
閨
怨
の
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
詠
む
。
張
九
齢
は
故
園
の
春
が
無
為
に
過

ぎ
て
ゆ
く
こ
と
を
嘆
き
、
辺
境
で
苦
労
す
る
出
征
の
兵
士
の
身
を
案
じ
る
女
性

の
思
い
を
詠
み
、
徐
延
寿
は
長
安
の
大
道
を
挟
む
春
の
楊
柳
の
姿
を
男
性
と
共

有
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く
女
性
の
思
い
を
描
く�
。

　以
上
の
よ
う
に
、
盛
唐
期
の
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
の
作
例
は
、
い
ず
れ
も

「
折
柳
寄
遠
」
を
詠
ん
で
お
り
、
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
は
、
女
性
の
「
折
柳
寄

遠
」
を
主
題
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
詩
人
た
ち
に
は
共
有
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　一
方
、
詩
中
に
見
え
る
「
折
楊
柳
」
の
曲
は
、
や
は
り
遠
く
故
郷
を
離
れ
た

男
性
の
望
郷
の
思
い
を
駆
り
立
て
る
曲
と
し
て
見
え
、
李
白
「
春
夜
洛
城
聞

笛
」
や
王
之
渙
「
涼
州
詞
二
首
」
其
一
以
外
で
は
、
王
翰
「
涼
州
詩
二
首
」
其

二
な
ど
が
、
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

王
翰
「
涼
州
詞
二
首
」
其
二
︵
巻
一
五
六
︶
　

秦
中
花
鳥
已
應
闌

　
　秦
中
の
花
鳥

　已
に
応
に
闌
た
け
な
わ

な
る
べ
し

塞
外
風
沙
猶
自
寒

　
　塞
外
の
風
沙

　猶
ほ
自
ら
寒
し

タテ07佐藤.indd   4 2015/03/02   11:21:51



─　　─247―　　― ―　　―�―　　―�

主
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れ
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︵
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︶
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應
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夜
聽
胡
笳
折
楊
柳

　
　夜
に
聴
く

　胡
笳

　折
楊
柳

教
人
意
氣
憶
長
安

　
　人
を
し
て

　意
気

　長
安
を
憶
は
し
む

　王
翰
「
涼
州
詞
二
首
」
の
第
一
首
は
国
語
の
教
科
書
教
材
と
し
て
も
知
ら
れ

る
詩
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
第
二
首
で
あ
る
。
前
半
二
句
は
春
爛
漫
で
あ
ろ
う

関
中
と
い
ま
だ
寒
さ
の
残
る
辺
境
の
地
の
春
が
比
較
さ
れ
、
後
半
二
句
は
夜
に

胡
笳
に
よ
っ
て
吹
か
れ
る
「
折
楊
柳
」
の
曲
を
聴
け
ば
、
辺
境
で
従
軍
す
る

人
々
は
、
長
安
を
思
い
起
こ
す
の
だ
と
言
う
。

　こ
の
他
に
も
、
李
白
「
塞
下
曲
六
首
」
其
一
︵
巻
一
六
四
︶
に
お
い
て
も

「
五
月

　天
山
の
雪
、
花
無
く
祇た

だ
寒
さ
有
る
の
み
。
笛
中
に
折
柳
を
聞
く
も
、

春
色

　未
だ
曾
て
看
ず
」︵
五
月
天
山
雪
、
無
花
祇
有
寒
。
笛
中
聞
折
柳
、
春

色
未
曾
看
︶
と
あ
り
、
笛
曲
の
「
折
柳
」
は
春
を
想
起
さ
せ
る
曲
で
あ
る
の

に
、
辺
境
に
は
五
月
に
な
っ
て
も
春
が
訪
れ
な
い
こ
と
を
言
う
。
王
之
渙
「
涼

州
詞
二
首
」
其
一
︵
巻
二
五
三
︶
に
も
「
羌
笛

　何
ぞ
須も
ち

ひ
ん

　楊
柳
を
怨
む

を
、
春
光

　度わ
た

ら
ず

　玉
門
関
」︵
羌
笛
何
須
怨
楊
柳
、
春
光
不
度
玉
門
關
︶

と
あ
る
よ
う
に
、「
折
楊
柳
」
の
曲
は
春―

―

特
に
辺
境
の
兵
士
に
と
っ
て
は

関
中
︵
長
安
︶
の
春―

―

を
想
起
さ
せ
る
曲
と
し
て
、
当
時
の
詩
人
た
ち
に
は

意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る�
。

　ま
た
初
唐
期
と
同
じ
よ
う
に
、
盛
唐
詩
に
も
別
離
の
景
物
と
し
て
の
「
楊

柳
」
を
詠
む
詩
は
多
い
。
例
え
ば
、
王
維
「
観
別
者
」
は
、
老
い
た
親
を
養
う

た
め
に
燕
趙
へ
と
旅
立
と
う
と
す
る
息
子
が
家
族
や
友
人
と
別
れ
る
姿
に
、
久

し
く
家
族
と
別
れ
て
暮
ら
す
我
が
身
を
重
ね
合
わ
せ
た
詩
で
あ
り
、
冒
頭
に
別

離
の
景
物
と
し
て
「
青
青
」
と
茂
る
楊
柳
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

王
維
「
観
別
者
」︵
巻
一
二
五
︶

靑
靑
楊
柳
陌

　
　青
青
た
り

　楊
柳
の
陌

陌
上
別
離
人

　
　陌
上

　別
離
の
人

愛
子
游
燕
趙

　
　愛
子

　燕
趙
に
游ゆ

く
に

高
堂
有
老
親

　
　高
堂
に
老
親
有
り

不
行
無
可
養

　
　行
か
ざ
れ
ば

　養
ふ
べ
き
無
く

行
去
百
憂
新

　
　行
き
去
る
も

　百
憂

　新あ
ら
た

な
り

　…

　
　
　
　
　
　…

　こ
の
他
、
友
人
と
の
別
離
を
惜
し
む
送
別
の
詩
に
も
、
楊
柳
は
別
離
の
景
物

と
し
て
し
ば
し
ば
見
え
、
更
に
は
別
離
の
思
い
と
楊
柳
の
姿
と
を
重
ね
合
わ
せ

る
詩
も
あ
る
。
例
え
ば
、
劉
長
卿
「
夏
口
送
徐
郎
中
帰
朝
」︵
巻
一
四
八
︶
は
、

長
安
へ
と
帰
る
人
物
と
の
離
別
を
惜
し
む
思
い
を
「
離
心
と
楊
柳
と
、
水
に
臨

み
て
更
に
依
依
た
り
」︵
離
心
與
楊
柳
、
臨
水
更
依
依
︶
と
言
い
、
李
白
「
下

途
帰
石
門
旧
居
」︵
巻
一
八
一
︶
は
、
友
と
別
れ
て
遠
く
旅
立
つ
思
い
を
、「
別

れ
を
悵う
ら

み
て
心
の
苦
し
み
易
き
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
向
暮

　春
風

　楊
柳
の

糸
」︵
欲
知
悵
別
心
易
苦
、
向
暮
春
風
楊
柳
絲
︶
と
言
う
。
別
れ
難
い
思
い
を
、

前
者
は
「
依
依
」
た
る
楊
柳
の
枝
と
重
ね
合
わ
せ
、
後
者
は
夕
暮
れ
に
春
風
に

吹
か
れ
る
楊
柳
の
枝
と
重
ね
合
わ
せ
る
。
他
に
も
、
高
適
の
「
送
田
少
府
貶
蒼

梧
」︵
巻
二
一
三
︶
で
は
、
南
方
に
左
遷
さ
れ
る
友
人
を
励
ま
し
て
、「
江
山 

到
る
処

　興
に
乗
ず
る
に
堪た

ふ
、
楊
柳

　青
青

　那な
ん

ぞ
悲
し
む
に
足
ら
ん
」

︵
江
山
到
處
堪
乘
興
、
楊
柳
靑
靑
那
足
悲
︶
と
言
う
。

　た
だ
し
、
盛
唐
期
の
詩
に
は
、
送
別
の
場
に
お
け
る
「
折
柳
贈
別
」
の
作
例

と
も
解
釈
で
き
そ
う
な
詩
も
見
え
る
。
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王
之
渙
「
送
別
」︵
巻
二
五
三
︶

楊
柳
東
風
樹

　
　楊
柳

　東
風
の
樹

靑
靑
夾
御
河

　
　青
青

　御
河
を
夾は
さ

む

近
來
攀
折
苦

　
　近
来

　攀
折
に
苦
し
む
は

應
為
別
離
多

　
　応
に
別
離
の
多
き
が
為た
め

な
る
べ
し

　前
二
句
は
春
風
に
吹
か
れ
、
青
青
と
茂
る
楊
柳
が
運
河
の
両
岸
に
立
ち
並

ぶ
、
別
離
を
想
起
さ
せ
る
景
物
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
後
二
句
は
そ
の
楊
柳

が
、
近
頃
攀
折
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
、
別
離
が
多
い
こ
と
が
そ
の
原
因
で

あ
ろ
う
と
言
う
。
こ
れ
は
、
楊
柳
を
攀
折
す
る
人
物
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
楊
柳
の
攀
折
が
送
別
の
場
面
に
お
け
る
「
折
柳
贈
別
」
を
暗
示
す
る
と
も

解
釈
し
う
る
。
し
か
し
盛
唐
期
以
前
の
詩
で
は
、
楊
柳
の
「
攀
折
」
は
閨
怨
の

女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
の
行
為
と
さ
れ
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
唐
期

の
「
折
楊
柳
」
に
お
い
て
も
、
楊
柳
の
枝
が
し
ば
し
ば
攀
折
さ
れ
る
の
は
、
女

性
の
「
折
柳
寄
遠
」
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
作
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も

「
折
柳
寄
遠
」
の
結
果
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　ま
た
次
の
岑
参
「
送
楊
子�
」
で
は
、
別
れ
に
臨
ん
で
馬
の
鞭
を
贈
る
こ
と

を
言
い
、
こ
の
馬
の
鞭
は
楊
柳
の
枝
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

岑
参
「
送
楊
子
」︵
巻
二
〇
〇
︶

斗
酒
渭
城
邊

　
　斗
酒

　渭
城
の
辺

壚
頭
耐
醉
眠

　
　壚
頭

　酔
ひ
て
眠
る
に
耐
ふ

梨
花
千
樹
雪

　
　梨
花

　千
樹
の
雪

楊
葉
萬
條
煙

　
　楊
葉

　万
条
の
煙

惜
別
添
壺
酒

　
　別
れ
を
惜
し
ん
で

　壷
酒
を
傾
け

臨
岐
贈
馬
鞭

0

0

0

　
　岐
に
臨
ん
で

　馬
鞭
を
贈
る

0

0

0

0

0

看
君
潁
上
去

　
　君
が
潁
上
に
去
る
を
看
る

新
月
到
家
圓

　
　新
月

　家
に
到
ら
ば
円ま
ど

か
な
ら
ん

　第
六
句
の
「
贈
馬
鞭
」
に
つ
い
て
、
廖
立
氏
は
別
離
に
臨
ん
で
楊
柳
の
枝
を

折
っ
て
贈
っ
た
の
で
あ
り
、
本
物
の
馬
の
鞭
で
は
な
い
と
注
し
、﹃
三
輔
黄
図
﹄

の
「
灞
橋
折
柳
贈
別
」
の
記
事
を
引
用
す
る�0
。
梁
鼓
角
横
吹
曲
の
「
折
楊
柳

歌
辞
五
曲
」
其
一
︵﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
五
︶
に
「
馬
に
上
り
て

　鞭
を
捉と

ら

ず
、
反か
へ
っ

て
折
る

　楊
柳
の
枝
」︵
上
馬
不
捉
鞭
、
反
折
楊
柳
枝
︶
と
あ
り
、
馬

の
鞭
と
し
て
楊
柳
の
枝
を
贈
っ
た
と
す
る
解
釈
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
と
考
え
ら

れ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
楊
柳
の
枝
を
「
馬
鞭
」
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
詩
は
送
別
の
場
で
楊
柳
の
枝
を
贈
る
早
い
時
期
の
作
例
と
言
え
る
。

　し
か
し
、
盛
唐
期
の
詩
に
は
、
こ
の
作
品
の
よ
う
に
「
折
柳
贈
別
」
の
モ

チ
ー
フ
を
明
確
に
詠
み
込
む
詩
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
他
に
例
が
見
当
ら
な

い
。
ま
た
、
試
み
に
岑
参
と
李
白
の
送
別
詩
に
お
い
て
、
送
別
の
場
面
で
旅
立

つ
人
物
に
花
樹
を
贈
る
例
を
調
べ
る
と
、
岑
参
に
は
、「
天
山
雪
歌
送
蕭
治
帰

京
」︵
巻
一
九
九
︶
に
「
雪
中
何
以
贈
君
別
、
惟
有
靑
靑
松
樹
枝

0

0

0

」、「
送
張
秘

書
充
劉
相
公
通
汴
河
判
官
便
赴
江
外
覲
省
」︵
巻
一
九
八
︶
に
「
臨
岐
欲
有
贈
、

持
以
握
中
蘭

0

0

0

」、
李
白
に
は
、「
秋
山
寄
衛
尉
張
卿
及
王
徴
君
」︵
巻
一
七
二
︶

に
「
何
以
折
相
贈
、
白
花
青
桂
枝

0

0

0

0

0

」
と
あ
り
、
送
別
の
場
で
旅
立
つ
人
物
に
花

樹
︵
の
枝
︶
を
贈
る
こ
と
は
、
楊
柳
以
外
に
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　岑
参
「
送
楊
子
」
に
お
い
て
、
楊
柳
を
馬
鞭
と
し
て
贈
っ
た
理
由
は
、
梁
鼓

角
横
吹
曲
の
「
折
楊
柳
歌
辞
五
首
」
其
二
︵﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
五
︶
に
「
腹
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あ
る
。

　岑
参
「
送
楊
子
」
に
お
い
て
、
楊
柳
を
馬
鞭
と
し
て
贈
っ
た
理
由
は
、
梁
鼓

角
横
吹
曲
の
「
折
楊
柳
歌
辞
五
首
」
其
二
︵﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
五
︶
に
「
腹
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中

　愁
ひ
て
楽
し
ま
ず
、
郎き
み

が
馬
鞭
と
作
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
。
出
入
に
は
郎
が

臂
に
擐つ
な

が
れ
、
蹀
座
に
は
郎
が
膝
の
辺
」︵
腹
中
愁
不
樂
、
願
作
郎
馬
鞭
。
出

入
擐
郎
臂
、
蹀
座
郎
膝
邊
︶
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
相
手
と

一
緒
に
い
た
い
と
願
う
惜
別
の
情
を
伝
え
る
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　岑
参
の
こ
の
句
が
、
当
時
の
送
別
の
場
に
お
け
る
「
折
柳
贈
別
」
に
お
け
る

習
俗
に
基
づ
く
も
の
か
、
そ
れ
と
も
梁
鼓
角
横
吹
曲
の
「
折
楊
柳
歌
辞
」
を
踏

ま
え
た
機
智
的
表
現
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
盛
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
や
楊

柳
を
詠
む
詩
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
送
別
の
場
で
の
「
折
柳
贈
別
」

は
、
詩
の
世
界
で
は
い
ま
だ
定
着
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三

　中
唐
期
の
「
折
楊
柳
」

　﹃楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
に
は
、
中
唐
期
の
詩
人
の
「
折
楊
柳
」
の
作
例

と
し
て
、
孟
郊
︵
二
首
︶、
張
祜
、
李
端
の
作
例
を
載
せ
る
。
こ
の
中
、
孟
郊

と
張
祜
の
「
折
楊
柳
」
は
、
い
ず
れ
も
遠
離
別
の
男
性
を
思
う
女
性
の
「
折
柳

寄
遠
」
を
詠
む
。

孟
郊
「
折
楊
柳
二
首
」︵
巻
三
七
三
︶
其
一

楊
柳
多
短
枝

　
　楊
柳

　短
枝
多
く

短
枝
多
別
離

　
　短
枝

　別
離
多
し

贈
遠
屢
攀
折

　
　遠
き
に
贈
ら
ん
と
屡し
ば
し

ば
攀
折
せ
ば

柔
條
安
得
垂

　
　柔
条

　安
ん
ぞ
垂
る
る
を
得
ん

青
春
有
定
節

　
　青
春
に
は
定
節
有
る
も

離
別
無
定
時

　
　離
別
に
は
定
時
無
し

但
恐
人
別
促

　
　但
だ
人
の
別
れ
の
促せ
ま

る
を
恐
れ

不
怨
來
遲
遲

　
　来
た
る
こ
と
の
遅
遅
た
る
を
怨
ま
ず

莫
言
短
枝
條

　
　言
ふ
莫
か
れ

　短
き
枝
条
と

中
有
長
相
思

　
　中
に
長
相
思
有
り

朱
顏
與
綠
楊

　
　朱
顔
と
緑
楊
と

倂
在
別
離
期

　
　併な

ら

び
に
別
離
の
期
に
在
り

　孟
郊
「
折
楊
柳
二
首
」
の
第
一
首
は
、
楊
柳
の
枝
に
は
短
い
枝
が
多
く
、
短

い
枝
は
別
離
が
多
い
か
ら
で
あ
る
と
言
い
、
そ
れ
は
遠
く
離
別
す
る
人
に
贈
ろ

う
と
し
て��
、
し
ば
し
ば
攀
折
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
先
の
王
之

渙
「
送
別
」
で
は
、
楊
柳
が
攀
折
に
苦
し
む
の
は
別
離
が
多
い
か
ら
と
言
う
の

み
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
攀
折
の
理
由
が
遠
別
離
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。　ま

た
孟
郊
の
第
二
首
も
、
従
来
の
「
折
楊
柳
」
の
表
現
を
踏
ま
え
つ
つ
、
遠

く
辺
境
の
守
備
に
従
事
す
る
男
性
を
思
う
女
性
を
詠
む
。

孟
郊
「
折
楊
柳
二
首
」
其
二

樓
上
春
風
過

　
　楼
上

　春
風

　過
ぎ

風
前
楊
柳
歌

　
　風
前

　楊
柳
の
歌

枝
疏
緣
別
苦

　
　枝
の
疏
な
る
は

　別
れ
の
苦
し
み
に
縁よ

り

曲
怨
爲
年
多

　
　曲
の
怨
む
は

　年
の
多
き
が
為た
め

な
り

花
驚
燕
地
雲

　
　花
は
驚
く

　燕
地
の
雲

葉
映
楚
池
波

　
　葉
は
映
ず

　楚
池
の
波

誰
堪
別
離
此

　
　誰
か
堪た

え
ん

　此
に
別
離
す
る
を
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征
戍
在
交
河

　
　征
戍

　交
河
に
在
り

　結
び
の
句
に
「
誰
堪
別
離
此
、
征
戍
在
交
河
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は

辺
境
で
従
軍
す
る
男
性
を
思
う
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
主
題
と
す
る
。
第

三
・
四
句
に
「
枝
疏
緣
別
苦
、
曲
怨
為
年
多
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楊
柳
の
枝
が

ま
ば
ら
な
の
は
別
離
の
苦
し
み
の
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
折
楊
柳
」
の
曲
に

は
別
離
の
時
間
が
長
い
こ
と
の
怨
み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。

　こ
の
孟
郊
の
二
首
と
同
じ
よ
う
に
、
張
祜
の
「
折
楊
柳
」
も
愛
す
る
人
を

思
っ
て
攀
折
を
重
ね
る
女
性
を
詠
み��
、
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
が
、
女
性
の
「
折

柳
寄
遠
」
を
主
題
と
す
る
こ
と
は
、
中
唐
期
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。　し

か
し
、
大
暦
十
才
子
の
一
人
で
あ
る
李
端
の
「
折
楊
柳
」
は
、
旅
立
つ
友

人
を
見
送
る
送
別
の
場
面
を
詠
み
、
孟
郊
や
張
祜
の
「
折
楊
柳
」
と
は
趣
を
異

に
す
る
。

李
端
「
折
楊
柳
」︵
巻
二
八
四
︶

東
城
攀
柳
葉

　
　東
城

　柳
葉
を
攀と

る

柳
葉
低
着
草

　
　柳
葉

　低た

れ
て
草
に
着つ

く

少
壯
莫
輕
年

　
　少
壮

　年
を
軽
ん
ず
る
莫
か
れ

輕
年
有
衰
老

　
　年
を
軽
ん
ず
れ
ば
衰
老
す
る
有
り

柳
發
遍
川
岡

　
　柳
は
発ひ
ら

き
て

　川
岡
を
遍あ
ま
ね

く
し

登
高
堪
斷
腸

　
　高
き
に
登
り
て

　断
腸
に
堪
ふ

雨
煙
輕
漠
漠

　
　雨
煙

　軽
く
し
て
漠
漠
た
り

何
樹
近
君
郷

　
　何
れ
の
樹
か
君
が
郷
に
近
か
ら
ん

贈
君
折
楊
柳

　
　君
に
贈
る

　折
楊
柳

顏
色
豈
能
久

　
　顔
色

　豈
に
能
く
久
し
か
ら
ん

上
客
莫
沾
巾

　
　上
客
は
巾
を
沾う
る
ほ

す
莫
き
も

佳
人
正
回
首

　
　佳
人
は
正
に
首
を
回め
ぐ

ら
さ
ん

新
柳
送
君
行

　
　新
柳
は
君
が
行
く
を
送
り

古
柳
傷
君
情

　
　古
柳
は
君
が
情
を
傷
む

突
兀
臨
荒
渡

　
　突と

つ

兀ご
つ

　荒
渡
に
臨
み

婆
娑
出
舊
營

　
　婆ば

娑さ

　旧
営
に
出
づ

隋
家
兩
岸
盡

　
　隋
家

　両
岸

　尽
く
し

陶
宅
五
株
榮

　
　陶
宅

　五
株

　栄
ゆ

日
暮
偏
愁
望

　
　日
暮
れ
て
偏ひ
と

へ
に
愁
望
す
れ
ば

春
山
有
鳥
聲

　
　春
山
に
鳥
声
有
り

　冒
頭
の
「
東
城
」
は
長
安
の
東
城
を
指
し
、
こ
の
詩
は
長
安
か
ら
旅
立
つ

友
人
を
見
送
る
時
の
思
い
を
詠
む
。
こ
の
詩
は
、﹃
全
唐
詩
﹄
の
題
下
注
に
は

「
一
に
折
楊
柳
送
別
に
作
る
」
と
あ
り
、
送
別
の
場
面
で
詠
ま
れ
た
送
別
詩
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　冒
頭
四
句
は
楊
柳
の
葉
︵
枝
︶
を
攀
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
若
き
時
に
は
年

月
を
惜
し
み
、
空
し
く
老
い
を
迎
え
る
事
が
無
い
よ
う
に
と
戒
め
、
続
く
二
句

は
河
の
堤
坊
に
覆
い
茂
る
楊
柳
を
見
、
登
高
し
て
断
腸
の
思
い
を
抑
え
る
こ
と

を
言
う
。﹃
文
選
﹄
巻
二
七
に
収
録
さ
れ
る
魏
文
帝
「
燕
歌
行
」
に
「
群
燕
は

辞
し
帰
り
て

　雁
は
南
に
翔か
け

る
、
君
が
客
遊
を
念お
も

ひ
て
思
い
腸
を
断
つ
。
慊

慊
と
し
て
帰
る
を
思
ひ
故
郷
を
恋し
た

は
ん
、
何な
ん

為す

れ
ぞ
淹
留
し
て
佗
方
に
寄
る
」

︵
群
燕
辞
歸
雁
南
翔
、
念
君
客
遊
思
斷
腸
。
慊
慊
思
歸
戀
故
郷
、
何
爲
淹
留
寄
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征
戍
在
交
河

　
　征
戍

　交
河
に
在
り

　結
び
の
句
に
「
誰
堪
別
離
此
、
征
戍
在
交
河
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は

辺
境
で
従
軍
す
る
男
性
を
思
う
女
性
の
「
折
柳
寄
遠
」
を
主
題
と
す
る
。
第

三
・
四
句
に
「
枝
疏
緣
別
苦
、
曲
怨
為
年
多
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楊
柳
の
枝
が

ま
ば
ら
な
の
は
別
離
の
苦
し
み
の
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
折
楊
柳
」
の
曲
に

は
別
離
の
時
間
が
長
い
こ
と
の
怨
み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。

　こ
の
孟
郊
の
二
首
と
同
じ
よ
う
に
、
張
祜
の
「
折
楊
柳
」
も
愛
す
る
人
を

思
っ
て
攀
折
を
重
ね
る
女
性
を
詠
み��
、
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
が
、
女
性
の
「
折

柳
寄
遠
」
を
主
題
と
す
る
こ
と
は
、
中
唐
期
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。　し

か
し
、
大
暦
十
才
子
の
一
人
で
あ
る
李
端
の
「
折
楊
柳
」
は
、
旅
立
つ
友

人
を
見
送
る
送
別
の
場
面
を
詠
み
、
孟
郊
や
張
祜
の
「
折
楊
柳
」
と
は
趣
を
異

に
す
る
。

李
端
「
折
楊
柳
」︵
巻
二
八
四
︶

東
城
攀
柳
葉

　
　東
城

　柳
葉
を
攀と

る

柳
葉
低
着
草

　
　柳
葉

　低た

れ
て
草
に
着つ

く

少
壯
莫
輕
年

　
　少
壮

　年
を
軽
ん
ず
る
莫
か
れ

輕
年
有
衰
老

　
　年
を
軽
ん
ず
れ
ば
衰
老
す
る
有
り

柳
發
遍
川
岡

　
　柳
は
発ひ
ら

き
て

　川
岡
を
遍あ
ま
ね

く
し

登
高
堪
斷
腸

　
　高
き
に
登
り
て

　断
腸
に
堪
ふ

雨
煙
輕
漠
漠

　
　雨
煙

　軽
く
し
て
漠
漠
た
り

何
樹
近
君
郷

　
　何
れ
の
樹
か
君
が
郷
に
近
か
ら
ん

贈
君
折
楊
柳

　
　君
に
贈
る

　折
楊
柳

顏
色
豈
能
久

　
　顔
色

　豈
に
能
く
久
し
か
ら
ん

上
客
莫
沾
巾

　
　上
客
は
巾
を
沾う
る
ほ

す
莫
き
も

佳
人
正
回
首

　
　佳
人
は
正
に
首
を
回め
ぐ

ら
さ
ん

新
柳
送
君
行

　
　新
柳
は
君
が
行
く
を
送
り

古
柳
傷
君
情

　
　古
柳
は
君
が
情
を
傷
む

突
兀
臨
荒
渡

　
　突と

つ

兀ご
つ

　荒
渡
に
臨
み

婆
娑
出
舊
營

　
　婆ば

娑さ

　旧
営
に
出
づ

隋
家
兩
岸
盡

　
　隋
家

　両
岸

　尽
く
し

陶
宅
五
株
榮

　
　陶
宅

　五
株

　栄
ゆ

日
暮
偏
愁
望

　
　日
暮
れ
て
偏ひ
と

へ
に
愁
望
す
れ
ば

春
山
有
鳥
聲

　
　春
山
に
鳥
声
有
り

　冒
頭
の
「
東
城
」
は
長
安
の
東
城
を
指
し
、
こ
の
詩
は
長
安
か
ら
旅
立
つ

友
人
を
見
送
る
時
の
思
い
を
詠
む
。
こ
の
詩
は
、﹃
全
唐
詩
﹄
の
題
下
注
に
は

「
一
に
折
楊
柳
送
別
に
作
る
」
と
あ
り
、
送
別
の
場
面
で
詠
ま
れ
た
送
別
詩
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　冒
頭
四
句
は
楊
柳
の
葉
︵
枝
︶
を
攀
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
若
き
時
に
は
年

月
を
惜
し
み
、
空
し
く
老
い
を
迎
え
る
事
が
無
い
よ
う
に
と
戒
め
、
続
く
二
句

は
河
の
堤
坊
に
覆
い
茂
る
楊
柳
を
見
、
登
高
し
て
断
腸
の
思
い
を
抑
え
る
こ
と

を
言
う
。﹃
文
選
﹄
巻
二
七
に
収
録
さ
れ
る
魏
文
帝
「
燕
歌
行
」
に
「
群
燕
は

辞
し
帰
り
て

　雁
は
南
に
翔か
け

る
、
君
が
客
遊
を
念お
も

ひ
て
思
い
腸
を
断
つ
。
慊

慊
と
し
て
帰
る
を
思
ひ
故
郷
を
恋し
た

は
ん
、
何な
ん

為す

れ
ぞ
淹
留
し
て
佗
方
に
寄
る
」

︵
群
燕
辞
歸
雁
南
翔
、
念
君
客
遊
思
斷
腸
。
慊
慊
思
歸
戀
故
郷
、
何
爲
淹
留
寄
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佗
方
︶
と
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
は
異
郷
の
地
で
故
郷
を
思
う
で

あ
ろ
う
友
の
姿
を
想
像
し
て
、
友
を
見
送
る
李
端
が
断
腸
の
思
い
を
抱
く
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
第
九
句
の
「
贈
君
折
楊
柳
」
で
あ
る
。
冒

頭
句
に
「
東
城
攀
柳
葉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
折
り
取
っ
た
楊
柳
の
枝

︵
葉
︶
を
旅
立
つ
友
に
贈
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
顏
色
豈
能
久
」
と
は
、

若
い
と
き
に
は
年
月
を
惜
し
む
べ
き
だ
と
い
う
戒
め
の
言
葉
を
受
け
て
、
若
い

時
の
短
い
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
折
り
取
っ
た
楊
柳
を
贈
る
の
は
、
若
き
日
の

無
為
の
旅
を
や
め
、
老
い
衰
え
る
前
に
早
く
帰
っ
て
お
い
で
と
旅
立
つ
者
を
引

き
留
め
よ
う
と
す
る
思
い
を
込
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
李
端
「
折
楊
柳
」
の
よ
う
に
、
中
唐
期
の
詩
に
は
、
送
別
の
場
に
お
け

る
折
柳
を
詠
む
詩
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
李
端
の
従
父
で
、
大
暦

十
才
子
の
一
人
で
も
あ
る
李
嘉
祐
の
「
送
侍
御
使
四
叔
帰
朝
」
は
、
都
長
安
に

帰
る
人
に
楊
柳
の
枝
を
贈
っ
て
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
詩
で
あ
る
。

李
嘉
祐
「
送
侍
御
使
四
叔
帰
朝
」︵
巻
二
〇
六
︶

淮
南
頻
送
別

　
　淮
南

　送
別

　頻お
お

く
し
て

臨
水
惜
殘
春

　
　水
に
臨
み
て

　残
春
を
惜
し
む

攀
折
隋
宮
柳

　
　隋
宮
の
柳
を
攀
折
し

淹
留
秦
地
人

　
　淹
留
す

　秦
地
の
人

含
情
歸
上
國

　
　情
を
含
み
て

　上
国
に
帰
り

論
舊
見
平
津

　
　旧
を
論
じ
て

　平
津
を
見
ん

更
接
天
津
近

　
　更
に
天
津
の
近
き
に
接
す
れ
ば

餘
花
映
綬
新

　
　餘
花

　綬
に
映
え
て
新
た
な
ら
ん

　李
嘉
祐
の
生
卒
年
は
不
詳
だ
が
、
盛
唐
末
の
天
宝
七
︵
七
四
八
︶
年
の
進
士

で
あ
り
、
粛
宗
の
至
徳
元
︵
七
五
六
︶
年
に
鄱
陽
令
に
左
遷
さ
れ
、
続
い
て
乾

元
二
︵
七
五
九
︶
年
に
江
陽
令
に
量
移
、
上
元
二
︵
七
六
一
︶
年
に
は
台
州
刺

史
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
後
に
大
暦
初
め
に
都
長
安
に
帰
る
も
、
再
び
袁
州
刺

史
に
任
じ
ら
れ
て
江
南
に
趣
き
、
官
を
辞
し
た
後
は
蘇
州
に
居
住
し
、
大
暦
末

頃
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
活
躍
時
期
は
盛
唐
末
期
か
ら
中
唐
初
期
に
当

た
る
。

　こ
の
詩
は
江
南
か
ら
都
長
安
に
帰
還
す
る
人
を
見
送
っ
た
時
の
作
で
あ
り
、

第
三
句
の
「
隋
宮
」
は
、
隋
の
煬
帝
が
楊
州
に
建
立
し
た
離
宮
、
江
都
宮
の
こ

と
。
ま
た
「
淹
留
秦
地
人
」
は
、﹃
文
選
﹄
巻
三
三
に
収
録
さ
れ
る
劉
安
「
招

隠
士
」
の
「
猨
狖
群
嘯
し
て
虎
豹
噑ほ

ゆ
、
桂
枝
を
攀
援
し
て
聊
か
淹
留
す
」

︵
猨
狖
羣
嘯
兮
虎
豹
噑
、
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留
︶
を
踏
ま
え
れ
ば
、
都
に
帰
る

人
物
︵「
秦
地
人
」︶
が
隋
宮
の
楊
柳
を
攀
折
し
て
、
こ
の
地
を
去
り
が
た
く
立

ち
と
ど
ま
る
姿
を
詠
む
の
で
あ
ろ
う
。

　そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
送
別
の
場
に
お
い
て
楊
柳
の
枝
を
折

る
人
物
が
、
見
送
る
人
物
で
は
な
く
、
旅
立
つ
人
物
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
李
嘉
祐
と
活
躍
の
時
期
が
重
な
る
独
孤
及��
の
「
官
渡
柳
歌

　

送
李
員
外
承
恩
往
揚
州
覲
省
」
に
お
い
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。

独
孤
及
「
官
渡
柳
歌

　送
李
員
外
承
恩
往
揚
州
覲
省
」︵
巻
二
四
七
︶

君
不
見
官
渡
河
兩
岸

　
　君 

見
ず
や

　官
渡

　河
の
両
岸

三
月
楊
柳
枝

　
　
　
　
　三
月

　楊
柳
の
枝

千
條
萬
條
色

　
　
　
　
　千
条

　万
条
の
色

一
一
勝
綠
絲

　
　
　
　
　一
一

　緑
糸
に
勝
る
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花
作
鉛
粉
絮

　
　
　
　
　花
は
鉛
粉
の
絮
と
作な

り

葉
成
翠
羽
帳

　
　
　
　
　葉
は
翠
羽
の
帳
と
成
る

此
時
送
遠
人

　
　
　
　
　此
の
時

　遠
人
を
送
り

悵
望
春
水
上

　
　
　
　
　悵
望
す

　春
水
の
上

遠
客
折
楊
柳

　
　
　
　
　遠
客

　楊
柳
を
折
り

依
依
兩
含
情

　
　
　
　
　依
依
と
し
て
両
つ
な
が
ら
情
を
含
む

夾
郎
木
蘭
舟

　
　
　
　
　郎
を
夾は
さ

む

　木
蘭
の
舟

送
郎
千
里
行

　
　
　
　
　郎
を
送
る

　千
里
の
行

　…

　
　
　
　
　
　
　
　
　…

　「官
渡
」
は
、
魏
の
文
帝
が
、
か
つ
て
父
武
帝
と
共
に
袁
紹
と
戦
っ
た
時
に

柳
を
植
え
、
そ
の
十
五
年
後
に
再
び
彼
の
地
を
訪
れ
た
時
に
、
柳
が
ま
だ
残
っ

て
い
た
こ
と
に
感
じ
て
、
柳
の
賦
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
で
、
柳
の
名
所
の

一
つ
と
さ
れ
る
地
で
あ
る
。
前
半
は
そ
の
官
渡
の
河
岸
が
春
を
迎
え
る
時
期
に

お
け
る
離
別
を
詠
む
。
こ
こ
で
第
七
句
に
「
遠
客
折
楊
柳
」
と
あ
る
よ
う
に
、

こ
こ
で
も
送
別
の
場
で
楊
柳
の
枝
を
手
折
っ
て
い
る
の
は
遠
く
旅
立
つ
人
物
で

あ
る
。
続
く
第
八
句
に
「
依
依
兩
含
情
」
と
あ
り
、
旅
立
つ
人
物
と
見
送
る
人

物
は
と
も
に
惜
別
の
思
い
を
抱
い
て
お
り
、
楊
柳
を
折
る
行
為
に
は
、
先
の
李

嘉
祐
の
詩
と
同
じ
く
、
旅
立
つ
人
物
の
立
ち
去
り
が
た
い
思
い
が
託
さ
れ
て
い

る
。　こ

の
送
別
の
場
面
に
お
け
る
「
折
柳
」
が
、
旅
立
つ
者
の
行
為
で
あ
る
こ
と

は
、「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
を
前
提
と
す
れ
ば
、
奇
異
な
行
為
に
映
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
男
性
の
「
折
柳
望
郷
」
の
淵
源
と
考
え
ら
れ
る
梁
鼓
角

横
吹
曲
の
「
折
楊
柳
歌
辞
五
首
」︵
既
出
︶
も
、
送
別
の
場
面
で
旅
立
つ
者
が

0

0

0

0

0

楊
柳
の
枝
を
折
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
設
定
で
あ
っ
た
。

折
楊
柳
歌
辞
五
曲

　其
一

上
馬
不
捉
鞭

　
　馬
に
上
り
て

　鞭
を
捉と

ら
ず

反
折
楊
柳
枝

　
　反か

へ
っ

て
折
る

　楊
柳
の
枝

蹀
座
吹
長
笛

　
　蹀ゆ

く
も
座
る
も

　長
笛
を
吹
き

愁
殺
行
客
児

　
　愁
殺
す

　行
客
の
児

　こ
の
よ
う
に
梁
鼓
角
横
吹
曲
の
「
折
楊
柳
歌
辞
」
に
始
ま
る
「
折
柳
望
郷
」

の
系
譜
に
位
置
づ
け
れ
ば
、
送
別
の
場
面
に
お
け
る
「
折
柳
」
が
旅
立
つ
者
の

行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
自
然
な
展
開
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う��
。

　こ
の
他
に
も
、
戴
叔
倫
の
「
堤
上
柳
」︵
巻
二
七
四
︶
に
も
「
垂
柳

　万
条

の
糸
、
春
来
り
て

　別
離
を
織
る
。
行
人

　攀
折
の
処
、
閨
妾

　断
腸
の
時
」

︵
垂
柳
萬
條
絲
、
春
來
織
別
離
。
行
人
攀
折
處
、
閨
妾
斷
腸
時
︶
と
あ
り
、
旅

ゆ
く
人
が
楊
柳
を
攀
折
し
、
閨
怨
の
女
性
が
断
腸
の
思
い
を
抱
く
と
言
う
。
こ

の
戴
叔
倫
の
例
は
送
別
の
場
で
は
な
く
、
旅
ゆ
く
人
物
が
旅
の
途
中
で
楊
柳
の

枝
を
折
る
こ
と
を
詠
む
よ
う
で
あ
り
、
楊
柳
の
「
攀
折
」
は
故
郷
を
思
う
旅
人

の
行
為
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
旅
立
つ
人
物
或
い
は
旅
ゆ
く
人
物
の
折
柳
に
や
や
遅
れ
て
詩

に
用
い
ら
れ
る
の
が
、
見
送
る
者
が
楊
柳
を
折
っ
て
旅
立
つ
人
物
に
贈
る
「
折

柳
贈
別
」
で
あ
る
。
先
の
李
端
「
折
楊
柳
」
以
外
に
も
、
劉
禹
錫
「
楊
柳
枝
歌

九
首
」
其
七
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
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。
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劉
禹
錫
「
楊
柳
枝
歌
九
首
」
其
七
︵
巻
三
六
五
︶

御
陌
靑
門
拂
地
垂

　
　御
陌

　青
門

　地
を
払
ひ
て
垂
る

千
條
金
縷
萬
條
絲

　
　千
条
の
金
縷

　万
条
の
糸

如
今
綰
作
同
心
結

　
　如い

今ま

　綰ま

げ
て
作な

す

　同
心
の
結

將
贈
行
人
知
不
知

　
　将
に
行
人
に
贈
ら
ん
と
す

　知
る
や
知
ら
ず
や

　こ
の
詩
は
長
安
城
東
南
の
「
青
門
」
で
の
別
離
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、
楊

柳
の
枝
を
環
に
し
て
旅
立
つ
人
に
送
る
と
い
う
当
時
の
風
俗
を
踏
ま
え
る
と
さ

れ
る
詩
で
あ
る
。
結
び
の
二
句
は
、「
同
心
の
結
」
を
作
っ
て
楊
柳
の
枝
を
贈

る
自
分
の
心
を
、
相
手
は
分
か
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
を

詠
む
。

　こ
の
他
に
権
徳
輿
「
送
陸
太
祝
赴
湖
南
幕
同
用
送
字
」︵
巻
三
二
四
︶
に
も

「
新
知
は
柳
を
折
り
て
贈
り
、
旧
侶
は
籃か
ご

に
乗
り
て
送
る
」︵
新
知
折
柳
贈
、
舊

侶
乘
籃
送
︶
と
あ
り
、
新
し
い
友
人
は
折
っ
た
楊
柳
を
贈
っ
て
見
送
り
、
古
い

友
人
は
か
ご
に
乗
っ
て
見
送
っ
て
ゆ
く
と
言
う
。
こ
こ
で
「
折
柳
の
贈
」
は
比

較
的
簡
略
な
送
礼
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
雍
裕
之

に
は
「
折
柳
贈
行
人
」︵﹃
全
唐
詩
﹄
巻
四
七
一
︶
と
い
う
題
の
詩
も
見
え
、
中

唐
期
に
な
っ
て
、
送
別
の
場
に
於
け
る
「
折
柳
贈
別
」
が
詩
の
モ
チ
ー
フ
と
し

て
用
い
ら
れ
始
め
る
。

　以
上
の
よ
う
に
、
盛
唐
期
以
前
の
「
折
楊
柳
」
が
遠
別
離
の
男
女
の
折
柳
を

詠
ん
で
来
た
の
に
対
し
て
、
中
唐
期
に
は
送
別
の
場
に
お
け
る
折
柳
が
詩
に
詠

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
送
別
の
場
に
お
け
る
折
柳
は
、
旅
立
つ

0

0

0

人
物

0

0

又
は
旅
ゆ
く
人
物

0

0

0

0

0

が
立
ち
去
り
が
た
い
思
い
を
込
め
て
行
う
行
為
と
す
る

作
例
の
ほ
う
が
、
比
較
的
早
く
に
現
れ
、
見
送
る
人
物

0

0

0

0

0

が
旅
立
つ
人
物
に
贈
る

「
折
柳
贈
別
」
は
そ
れ
よ
り
も
遅
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
旅
立
つ
人
物
と

見
送
る
人
物
の
先
後
は
、
更
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
唐
代
の
習
俗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
折
柳
贈
別
」
は
、
詩
の

世
界
に
お
い
て
は
、
中
唐
以
降
に
現
れ
た
比
較
的
新
し
い
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

四

　小
結

　本
稿
で
は
、﹃
楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
所
載
の
「
折
楊
柳
」
の
作
例
を
中

心
と
し
て
、
初
唐
期
か
ら
中
唐
期
に
至
る
ま
で
の
「
折
楊
柳
」
の
展
開
を
た

ど
っ
て
き
た
。
な
お
調
査
に
遺
漏
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
従
来
自
明
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
き
た
「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
は
、
盛
唐
期
以
前
の
詩
に
は
い

ま
だ
広
く
用
い
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
は
中
唐
期
以
降
の
詩
に
顕
著
に
現
れ

始
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
示
し
得
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
中

唐
以
前
に
「
折
柳
贈
別
」
の
習
俗
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
習
俗
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
が
、
詩
の
世
界
に
お
い
て
「
折
柳
贈
別
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
中
唐
期
以
降
な
の
で
あ
る
。

　こ
の
「
折
柳
贈
別
」
は
中
唐
期
に
は
い
ま
だ
多
く
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
晩
唐
期
に
な
る
と
詩
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の
例
を
挙
げ
て
示
す
余
裕
が
な
い
の
で
、
そ
の
変
化
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
、﹃
楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
の
「
折
楊
柳
」
の
末
尾
に
挙
げ
ら
れ

る
晩
唐
の
翁
綬
「
折
楊
柳
」
を
最
後
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
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翁
綬
「
折
楊
柳
」︵
巻
六
〇
〇
︶

紫
陌
金
堤
映
綺
羅

　
　紫
陌

　金
堤

　綺
羅

　映
え

遊
人
處
處
動
離
歌

　
　遊
人

　処
処

　離
歌
を
動
か
す

陰
移
古
戍
迷
芳
草

　
　陰
は
古
戍
に
移
り
て

　芳
草
に
迷
い

花
帶
殘
陽
落
遠
波

　
　花
は
残
陽
を
帯
び
て

　遠
波
に
落
つ

臺
上
少
年
吹
白
雪

　
　台
上
の
少
年

　白
雪
を
吹
き

樓
中
思
婦
斂
靑
娥

　
　楼
中
の
思
婦

　青
娥
を
斂お
さ

む

殷
勤
攀
折
贈
行
客

　
　殷
勤

　攀
折

　行
客
に
贈
る

此
去
關
山
雨
雪
多

　
　此
に
関
山
に
去ゆ

か
ば
雨
雪
多
か
ら
ん

　こ
の
翁
綬
「
折
楊
柳
」
は
、
閨
怨
の
女
性
と
辺
境
の
男
性
と
を
対
比
的
に
描

い
た
後
に
、
結
び
の
二
句
に
お
い
て
、
辺
境
に
旅
立
つ
人
物
に
春
を
象
徴
す
る

楊
柳
を
折
っ
て
は
な
む
け
と
す
る
こ
と
を
詠
む
。
閨
怨
の
女
性
と
辺
境
の
男
性

と
を
対
比
的
に
描
く
こ
と
は
、
初
盛
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
に
も
見
ら
れ
た
措
辞

だ
が
、
初
盛
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
は
そ
こ
か
ら
遠
別
離
の
悲
哀
を
述
べ
て
結
ば

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
詩
は
送
別
の
場
に
お
け
る
「
折
柳
贈
別
」

へ
と
場
面
を
転
換
し
、
旅
立
つ
人
物
へ
の
惜
別
の
思
い
を
述
べ
て
結
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
楽
府
題
「
折
楊
柳
」
の
主
題
も
「
折
柳
寄
遠
」
か
ら
「
折
柳

贈
答
」
へ
と
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、「
折
楊
柳
」
又
は
楊
柳
を
折
る
行
為
は
「
折
柳
贈
別
」
に
集
約
さ

れ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
は
盛
唐
以
前
の
「
折
柳
寄
遠
」
や
「
折

柳
望
郷
」
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
例
え
ば
唐
代
伝
奇
小
説
の

「
柳
氏
伝
」
に
見
え
る
韓
翃
の
「
寄
柳
氏
」︵
巻
二
四
五
︶
に
「
縦た

使と

ひ
長
条
の

旧
に
似
て
垂
る
る
も
、
也
た
応
に
他
人
の
手
に
攀
折
せ
ら
る
べ
し
」︵
縱
使
長

條
似
舊
垂
、
也
應
攀
折
他
人
手
︶
と
あ
る
よ
う
に
、
楊
柳
が
折
ら
れ
る
こ
と

を
、
美
し
い
女
性
が
誰
か
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
表
現
す
る
例
も
見

え
る
。
更
に
は
﹃
唐
才
子
伝
﹄
巻
七
「
雍
陶
」
に
引
く
情
尽
橋
の
説
話
の
よ
う

に
、
送
別
の
場
に
お
け
る
折
柳
の
行
為
を
踏
ま
え
た
逸
話
も
あ
り
、
中
晩
唐
期

に
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
、「
折
楊
柳
」
は
よ
り
多
様
且
つ
複
雑
な
様
相
を
見

せ
始
め
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
の
中
晩
唐
期
に
於
け
る
「
折
楊
柳
」
の
展
開
に
つ
い
て
は
論

じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
唐
代
に
お
け
る
送
別
と
い
う
場
の
変
容
や
、
そ
の

場
で
制
作
さ
れ
た
離
別
詩
の
展
開
と
の
関
連
も
考
察
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た��
。

今
回
は
「
折
楊
柳
」
が
「
折
柳
寄
遠
」
か
ら
「
折
柳
贈
別
」
へ
と
展
開
す
る
過

程
を
た
ど
る
こ
と
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、「
離
別
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
、
中
晩
唐
期
以
降
の
「
折
楊
柳
」
の
展
開
と
合
わ
せ
て
後
考

を
期
し
た
い
。

注�
本
稿
に
用
い
る
唐
詩
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、﹃
全
唐
詩
﹄
を
用
い
、
詩
題
の
下

に
は
そ
の
巻
数
の
み
を
記
し
た
。

�
拙
稿
「
梁
陳
の
折
楊
柳―

―

「
攀
折
」
の
「
折
楊
柳
」」︵﹃
中
國
中
世
文
學

研
究
﹄
六
〇
号
・
二
〇
一
二
︶。
な
お
「
折
柳
贈
別
」
の
風
習
に
言
及
す
る

﹃
三
輔
黄
図
﹄
の
記
事
に
対
す
る
疑
義
及
び
日
本
と
中
国
に
於
け
る
「
折
楊

柳
」
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
沈
佺
期
、
劉
憲
、
崔
湜
の
「
折
楊
柳
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　沈
佺
期
「
折
楊
柳
」︵
巻
九
六
︶「
玉
窓

　朝
日
に
映
え
、
羅
帳

　春
風
に
吹

か
る
。
涙
を
拭ぬ
ぐ

ひ
て
楊
柳
を
攀と

る
に
、
長
条

　踠ま

が
り
て
地
に
垂
る
。
白
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い
た
だ
き
た
い
。

�
沈
佺
期
、
劉
憲
、
崔
湜
の
「
折
楊
柳
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　沈
佺
期
「
折
楊
柳
」︵
巻
九
六
︶「
玉
窓

　朝
日
に
映
え
、
羅
帳

　春
風
に
吹

か
る
。
涙
を
拭ぬ
ぐ

ひ
て
楊
柳
を
攀と

る
に
、
長
条

　踠ま

が
り
て
地
に
垂
る
。
白
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花

　飛
び
て
歴
乱
し
、
黄
鳥

　思
ひ

　参
差
た
り
。
妾
自
ら
肝
腸
断
た
る
る

も
、
傍
人
那な
ん

ぞ
知
る
を
得
ん
」︵
玉
窗
朝
日
映
、
羅
帳
春
風
吹
。
拭
涙
攀
楊

柳
、
長
條
踠
地
垂
。
白
花
飛
歷
亂
、
黃
鳥
思
參
差
。
妾
自
肝
腸
斷
、
傍
人
那

得
知
︶。

　劉
憲
「
折
楊
柳
」︵
巻
七
一
︶「
沙
塞

　三
河
の
道
、
金
閨

　二
月
の
春
。
碧

煙

　楊
柳
の
色
、
紅
粉

　綺
羅
の
人
。
露
葉

　啼
臉
を
憐
み
、
風
花

　舞
巾

を
思
は
し
む
。
攀
持
す
る
も

　君
は
見
ず
、
為
に
聴
く

　曲
中
の
新
た
な
る

を
」︵
沙
塞
三
河
道
、
金
閨
二
月
春
。
碧
煙
楊
柳
色
、
紅
粉
綺
羅
人
。
露
葉

憐
啼
臉
、
風
花
思
舞
巾
。
攀
持
君
不
見
、
爲
聽
曲
中
新
︶。

　崔
湜
「
折
楊
柳
」︵
巻
五
四
︶「
二
月

　風
光
半
ば
な
る
も
、
三
辺

　戍ま
も

り
て

還
ら
ず
。
年
華

　妾
自
ら
惜
し
み
、
楊
柳

　君
が
為
に
攀と

る
。
落
絮
は
衫
袖

に
縈ま
と

ひ
、
垂
条
は
髻
鬟
を
払
ふ
。
那
ぞ
堪た

へ
ん

　音
信
の
断
た
れ
、
涕な
み
だ

を

流
し
て

　陽
関
を
望
む
を
」︵
二
月
風
光
半
、
三
邊
戍
不
還
。
年
華
妾
自
惜
、

楊
柳
爲
君
攀
。
落
絮
縈
衫
袖
、
垂
條
拂
髻
鬟
。
那
堪
音
信
斷
、
流
涕
望
陽

關
︶。

�﹃
楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
に
は
、
韋
承
慶
の
後
に
歐
陽
瑾
の
「
折
楊
柳
」

を
挙
げ
る
。
歐
陽
瑾
は
、﹃
全
唐
詩
﹄
に
も
こ
の
「
折
楊
柳
」
一
首
が
残
さ

れ
る
の
み
で
、
そ
の
事
跡
は
不
明
で
あ
る
。
詩
の
内
容
は
、
閨
怨
の
女
性
の

「
折
柳
寄
遠
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
第
四
句
に
は
「
辺
思
曲
中
来
」

と
、
韋
承
慶
「
折
楊
柳
」
に
も
見
え
る
辺
境
の
兵
士
の
「
折
柳
望
郷
」
の
モ

チ
ー
フ
が
見
え
る
。
そ
の
内
容
は
初
唐
期
の
「
折
楊
柳
」
と
大
き
く
異
な
る

も
の
で
は
な
い
が
、
今
回
の
考
察
か
ら
は
除
外
し
た
。

�﹃
楽
府
詩
集
﹄
横
吹
曲
辞
二
に
は
、
初
唐
期
の
詩
人
の
「
折
楊
柳
」
と
し
て
、

も
う
一
例
、
喬
知
之
の
「
折
楊
柳
」
を
挙
げ
る
。
喬
知
之
「
折
楊
柳
」
は
、

春
の
楊
柳
に
己
の
容
貌
の
盛
衰
を
重
ね
、
君
主
の
寵
愛
が
い
ず
れ
衰
え
る
こ

と
を
愁
え
る
宮
女
の
思
い
を
詠
み
、
初
唐
期
の
他
の
「
折
楊
柳
」
が
い
ず
れ

も
五
言
で
あ
る
の
に
対
し
て
七
言
四
句
と
形
式
も
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
閨
怨
の
女
性
か
ら
宮
怨
の
女
性
へ
と
設
定
を
変
え
た
も
の
で
あ
り
、「
折

柳
寄
遠
」
の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　喬
知
之
「
折
楊
柳
」︵
巻
八
一
︶「
憐
む
べ
し

　濯
濯
た
る
春
の
楊
柳
、
攀
折

将も

ち
来
た
り
て
纖
手
に
就つ

く
。
妾
が
容

　此
と
同と
も

に
盛
衰
す
、
何
ぞ
必
ず
し

も

　君
恩
能
く
独
り
久
し
か
ら
ん
」︵
可
憐
濯
濯
春
楊
柳
、
攀
折
將
來
就
纖

手
。
妾
容
與
此
同
盛
衰
、
何
必
君
恩
能
獨
久
︶。

�﹃
楽
府
詩
集
﹄
は
「
余
延
寿
」
に
作
る
。
徐
延
寿
は
開
元
年
間
の
処
士
、
生

卒
年
は
不
詳
。

�
張
九
齢
「
折
楊
柳
」︵
巻
四
八
︶「
纖
纖

　楊
柳
を
折
り
、
此
を
持
ち
て
情
人

に
寄
す
。
一
枝

　何
ぞ
貴
ぶ
に
足
ら
ん
、
憐
れ
む
は
是
れ
故
園
の
春
。
遅
景

那な
ん

ぞ
能
く
久
し
か
ら
ん
、
芳
菲

　新
に
及
ば
ず
。
更
に
征
戍
の
客
を
愁
ふ
、

容
鬢

　辺
塵
に
老
ふ
る
な
ら
ん
」︵
纖
纖
折
楊
柳
、
持
此
寄
情
人
。
一
枝
何

足
貴
、
憐
是
故
園
春
。
遲
景
那
能
久
、
芳
菲
不
及
新
。
更
愁
征
戍
客
、
容
鬢

老
邊
塵
︶。

　徐
延
寿
「
折
楊
柳
」︵
巻
一
一
四
︶「
大
道

　国
門
に
連
な
り
、
東
西

　楊
柳

を
種う

う
。
葳
蕤

　君
見
ず
、
嫋
娜

　垂
れ
来
た
る
こ
と
久
し
。
枝
に
縁
る

　

栖
瞑
の
禽
、
雄
去
り
て

　雌
は
独
り
吟な

く
。
餘
花

　春
の
尽
く
る
を
怨
み
、

微
月

　秋
陰
に
起
こ
る
。
坐
し
て
望
む

　窓
中
の
蝶
、
起
ち
て
攀と

る

　枝
上

の
葉
。
好
風

　長
条
を
吹
き
、
婀
娜

　妾
を
何
如
せ
ん
。
妾
は
見
る

　柳
園

の
新
た
な
る
を
、
高
楼

　四
五
の
春
。
胡
塞
の
曲
を
吹
く
莫
か
れ
、
隴
頭
の

人
を
愁
殺
せ
ん
」︵
大
道
連
國
門
、
東
西
種
楊
柳
。
葳
蕤
君
不
見
、
嫋
娜
垂
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來
久
。
緣
枝
栖
瞑
禽
、
雄
去
雌
獨
吟
。
餘
花
怨
春
盡
、
微
月
起
秋
陰
。
坐
望

窗
中
蝶
、
起
攀
枝
上
葉
。
好
風
吹
長
條
、
嫋
娜
何
如
妾
。
妾
見
柳
園
新
、
高

樓
四
五
春
。
莫
吹
胡
塞
曲
、
愁
殺
隴
頭
人
︶。

�
こ
の
よ
う
な
盛
唐
詩
の
中
に
あ
っ
て
、
李
白
「
春
夜
洛
城
聞
笛
」
が
、
副
都

洛
陽
に
い
る
人
が
春
夜
に
「
折
楊
柳
」
の
曲
を
聴
い
て
望
郷
の
思
い
を
抱
く

と
し
た
の
は
、
辺
境
兵
士
の
望
郷
の
曲
で
あ
っ
た
「
折
楊
柳
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
巧
み
に
利
用
し
た
新
た
な
趣
向
の
詩
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

�﹃
全
唐
詩
﹄
巻
一
七
七
は
、
こ
の
詩
を
李
白
「
送
別
」
と
し
て
も
収
録
す
る
。

﹃
岑
参
集
校
注
﹄︵
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
四
︶
は
、
こ
の
詩
を
﹃
文
苑

栄
華
﹄﹃
唐
百
家
詩
選
﹄
が
い
ず
れ
も
岑
参
の
作
と
す
る
こ
と
、
ま
た
厳
羽

﹃
滄
浪
詩
話
﹄
考
証
に
「
太
白
詩
﹃
斗
酒
渭
城
邊
、
壚
頭
耐
醉
眠
﹄、
乃
岑
参

之
詩
誤
入
。」
と
あ
る
を
引
く
。

�0
同
氏
﹃
岑
嘉
州
詩
箋
注
﹄︵
中
華
書
局
・
二
〇
〇
四
︶「
送
楊
子
」
の
注
に

「
臨
別
折
柳
枝
相
贈
、
非
真
馬
鞭
也
。︽
三
輔
黄
圖
︾「
灞
橋
在
長
安
東
、
跨

水
作
橋
、
漢
人
送
客
至
此
橋
、
折
柳
贈
別
」︵
同
書
下
巻
六
六
九
頁
︶
と
あ

る
。﹃
三
輔
黄
図
﹄「
灞
橋
折
柳
贈
別
」
の
記
事
が
後
人
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
�
の
拙
稿
を
参
照
。
な
お
劉
開
揚

﹃
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
﹄︵
巴
蜀
書
社
・
一
九
九
五
︶
は
「
折
柳
贈
別
」
に
は

触
れ
ず
、
こ
の
句
は
﹃
春
秋
﹄
文
公
十
三
年
の
「
左
伝
」
に
見
え
る
繞
朝
策

の
故
事
を
踏
ま
え
る
と
言
う
。﹃
春
秋
﹄
文
公
十
三
年
の
「
左
伝
」
に
拠
れ

ば
、
晋
は
当
時
秦
に
亡
命
し
て
い
た
士
会
が
秦
軍
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
憂
慮
し
、
士
会
を
晋
に
連
れ
戻
そ
う
と
策
略
を
設
け
て
、
士
会
を
秦
の
使

者
と
し
て
晋
に
送
り
返
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
士
会
が
秦
を
出
立
す
る
時
、
晋

の
策
略
に
気
づ
い
て
い
た
秦
の
大
夫
の
繞
朝
は
、
別
れ
際
に
士
会
に
策
︵
馬

鞭
又
は
策
書
︶
を
贈
っ
て
、「
秦
に
人
無
し
と
思
い
な
さ
る
な
」
と
忠
告
し

た
と
言
う
。
こ
の
故
事
か
ら
後
世
「
繞
朝
の
策
」
は
先
見
の
謀
略
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
る
。
劉
氏
は
、「
臨
岐
贈
馬
鞭
」
が
李
白
「
送
羽
林
陶
将
軍
」

︵
巻
一
七
六
︶
の
「
臨
行
將
贈
繞
朝
鞭
」
と
同
じ
よ
う
に
「
繞
朝
の
策
」
を

踏
ま
え
る
と
言
う
が
、
岑
参
の
詩
は
、
潁
上
の
家
族
の
も
と
に
帰
る
人
物
を

見
送
る
時
の
作
で
あ
り
、
こ
の
句
は
「
繞
朝
の
策
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

��「
贈
遠
」
は
、
李
白
「
代
贈
遠
」︵
巻
一
八
四
︶
に
「
相
思
ひ
て
寄
す
る
有
ら

ん
と
欲
す
る
も
、
君
の
見
察
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
」︵
相
思
欲
有
寄
、
恐

君
不
見
察
︶、
ま
た
顧
況
「
贈
遠
」︵
巻
二
六
七
︶
に
「
暫
く
河
辺
に
出
て
遠

道
を
思
ひ
、
却か
へ
つ

て
窓
下
に
来
り
て
新
鴬
を
聴
く
」︵
暫
出
河
邊
思
遠
道
、
卻

來
窗
下
聽
新
鶯
︶
と
あ
る
よ
う
に
、
遠
く
離
別
す
る
人
に
贈
る
こ
と
を
指

す
。

��
張
祜
「
折
楊
柳
」︵
巻
五
一
〇
︶「
紅
粉

　青
楼
の
曙
、
垂
楊

　仲
月
の
春
。

君
を
懐
ひ
て
攀
折
を
重
ぬ
る
は
、
妾

　腰
身
を
妒ね
た

む
に
非
ず
。
舞
帯

　糸
を

縈め
ぐ

り
て
断
た
れ
、
嬌
蛾

　葉
に
向
ひ
て
嚬ひ
そ

む
。
横
吹

　凡お
よ

そ
幾
曲
ぞ
、
独
り

自
ら
最
も
人
を
愁
へ
し
む
」︵
紅
粉
青
樓
曙
、
垂
楊
仲
月
春
。
懷
君
重
攀
折
、

非
妾
妒
腰
身
。
舞
帶
縈
絲
斷
、
嬌
蛾
向
葉
嚬
。
橫
吹
凡
幾
曲
、
獨
自
最
愁

人
︶。

��
独
孤
及
は
、
天
宝
十
三
︵
七
五
四
︶
年
に
洞
暁
玄
経
科
に
合
格
し
、
代
宗
に

召
さ
れ
て
左
拾
遺
に
任
じ
ら
れ
、
後
に
舒
州
刺
史
、
常
州
刺
史
と
な
っ
た
人

物
で
あ
り
、
そ
の
活
躍
時
期
は
李
嘉
祐
と
重
な
る
。

��
例
え
ば
、
楊
巨
源
「
折
楊
柳
」︵﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
二
未
収
。﹃
全
唐
詩
﹄

巻
三
三
三
の
題
下
注
に
、
一
に
「
和
練
秀
才
楊
柳
」
に
作
り
、
ま
た
一
に
戴
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來
久
。
緣
枝
栖
瞑
禽
、
雄
去
雌
獨
吟
。
餘
花
怨
春
盡
、
微
月
起
秋
陰
。
坐
望

窗
中
蝶
、
起
攀
枝
上
葉
。
好
風
吹
長
條
、
嫋
娜
何
如
妾
。
妾
見
柳
園
新
、
高

樓
四
五
春
。
莫
吹
胡
塞
曲
、
愁
殺
隴
頭
人
︶。

�
こ
の
よ
う
な
盛
唐
詩
の
中
に
あ
っ
て
、
李
白
「
春
夜
洛
城
聞
笛
」
が
、
副
都

洛
陽
に
い
る
人
が
春
夜
に
「
折
楊
柳
」
の
曲
を
聴
い
て
望
郷
の
思
い
を
抱
く

と
し
た
の
は
、
辺
境
兵
士
の
望
郷
の
曲
で
あ
っ
た
「
折
楊
柳
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
巧
み
に
利
用
し
た
新
た
な
趣
向
の
詩
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

�﹃
全
唐
詩
﹄
巻
一
七
七
は
、
こ
の
詩
を
李
白
「
送
別
」
と
し
て
も
収
録
す
る
。

﹃
岑
参
集
校
注
﹄︵
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
四
︶
は
、
こ
の
詩
を
﹃
文
苑

栄
華
﹄﹃
唐
百
家
詩
選
﹄
が
い
ず
れ
も
岑
参
の
作
と
す
る
こ
と
、
ま
た
厳
羽

﹃
滄
浪
詩
話
﹄
考
証
に
「
太
白
詩
﹃
斗
酒
渭
城
邊
、
壚
頭
耐
醉
眠
﹄、
乃
岑
参

之
詩
誤
入
。」
と
あ
る
を
引
く
。

�0
同
氏
﹃
岑
嘉
州
詩
箋
注
﹄︵
中
華
書
局
・
二
〇
〇
四
︶「
送
楊
子
」
の
注
に

「
臨
別
折
柳
枝
相
贈
、
非
真
馬
鞭
也
。︽
三
輔
黄
圖
︾「
灞
橋
在
長
安
東
、
跨

水
作
橋
、
漢
人
送
客
至
此
橋
、
折
柳
贈
別
」︵
同
書
下
巻
六
六
九
頁
︶
と
あ

る
。﹃
三
輔
黄
図
﹄「
灞
橋
折
柳
贈
別
」
の
記
事
が
後
人
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
�
の
拙
稿
を
参
照
。
な
お
劉
開
揚

﹃
岑
参
詩
集
編
年
箋
註
﹄︵
巴
蜀
書
社
・
一
九
九
五
︶
は
「
折
柳
贈
別
」
に
は

触
れ
ず
、
こ
の
句
は
﹃
春
秋
﹄
文
公
十
三
年
の
「
左
伝
」
に
見
え
る
繞
朝
策

の
故
事
を
踏
ま
え
る
と
言
う
。﹃
春
秋
﹄
文
公
十
三
年
の
「
左
伝
」
に
拠
れ

ば
、
晋
は
当
時
秦
に
亡
命
し
て
い
た
士
会
が
秦
軍
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
憂
慮
し
、
士
会
を
晋
に
連
れ
戻
そ
う
と
策
略
を
設
け
て
、
士
会
を
秦
の
使

者
と
し
て
晋
に
送
り
返
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
士
会
が
秦
を
出
立
す
る
時
、
晋

の
策
略
に
気
づ
い
て
い
た
秦
の
大
夫
の
繞
朝
は
、
別
れ
際
に
士
会
に
策
︵
馬

鞭
又
は
策
書
︶
を
贈
っ
て
、「
秦
に
人
無
し
と
思
い
な
さ
る
な
」
と
忠
告
し

た
と
言
う
。
こ
の
故
事
か
ら
後
世
「
繞
朝
の
策
」
は
先
見
の
謀
略
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
る
。
劉
氏
は
、「
臨
岐
贈
馬
鞭
」
が
李
白
「
送
羽
林
陶
将
軍
」

︵
巻
一
七
六
︶
の
「
臨
行
將
贈
繞
朝
鞭
」
と
同
じ
よ
う
に
「
繞
朝
の
策
」
を

踏
ま
え
る
と
言
う
が
、
岑
参
の
詩
は
、
潁
上
の
家
族
の
も
と
に
帰
る
人
物
を

見
送
る
時
の
作
で
あ
り
、
こ
の
句
は
「
繞
朝
の
策
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

��「
贈
遠
」
は
、
李
白
「
代
贈
遠
」︵
巻
一
八
四
︶
に
「
相
思
ひ
て
寄
す
る
有
ら

ん
と
欲
す
る
も
、
君
の
見
察
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
」︵
相
思
欲
有
寄
、
恐

君
不
見
察
︶、
ま
た
顧
況
「
贈
遠
」︵
巻
二
六
七
︶
に
「
暫
く
河
辺
に
出
て
遠

道
を
思
ひ
、
却か
へ
つ

て
窓
下
に
来
り
て
新
鴬
を
聴
く
」︵
暫
出
河
邊
思
遠
道
、
卻

來
窗
下
聽
新
鶯
︶
と
あ
る
よ
う
に
、
遠
く
離
別
す
る
人
に
贈
る
こ
と
を
指

す
。

��
張
祜
「
折
楊
柳
」︵
巻
五
一
〇
︶「
紅
粉

　青
楼
の
曙
、
垂
楊

　仲
月
の
春
。

君
を
懐
ひ
て
攀
折
を
重
ぬ
る
は
、
妾

　腰
身
を
妒ね
た

む
に
非
ず
。
舞
帯

　糸
を

縈め
ぐ

り
て
断
た
れ
、
嬌
蛾

　葉
に
向
ひ
て
嚬ひ
そ

む
。
横
吹

　凡お
よ

そ
幾
曲
ぞ
、
独
り

自
ら
最
も
人
を
愁
へ
し
む
」︵
紅
粉
青
樓
曙
、
垂
楊
仲
月
春
。
懷
君
重
攀
折
、

非
妾
妒
腰
身
。
舞
帶
縈
絲
斷
、
嬌
蛾
向
葉
嚬
。
橫
吹
凡
幾
曲
、
獨
自
最
愁

人
︶。

��
独
孤
及
は
、
天
宝
十
三
︵
七
五
四
︶
年
に
洞
暁
玄
経
科
に
合
格
し
、
代
宗
に

召
さ
れ
て
左
拾
遺
に
任
じ
ら
れ
、
後
に
舒
州
刺
史
、
常
州
刺
史
と
な
っ
た
人

物
で
あ
り
、
そ
の
活
躍
時
期
は
李
嘉
祐
と
重
な
る
。

��
例
え
ば
、
楊
巨
源
「
折
楊
柳
」︵﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
二
二
未
収
。﹃
全
唐
詩
﹄

巻
三
三
三
の
題
下
注
に
、
一
に
「
和
練
秀
才
楊
柳
」
に
作
り
、
ま
た
一
に
戴
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叔
倫
の
作
と
す
る
と
あ
る
︶
に
「
水
辺
の
楊
柳

　麴
塵
の
糸
、
馬
を
立と

め
て 

君
を
煩
し
て

0

0

0

0

0

　一
枝
を
折
る

0

0

0

0

0

。
惟
だ
春
風
の
最
も
相
惜
し
む
有
り
、
殷
勤

　

更
に
手
中
に
吹
く
」︵
水
邊
楊
柳
麴
塵
絲
、
立
馬
煩
君
折
一
枝

0

0

0

0

0

0

0

。
惟
有
春
風

最
相
惜
、
殷
勤
更
向
手
中
吹
︶
と
あ
る
。
こ
の
第
二
句
の
「
煩
君
」
の
解
釈

に
は
諸
説
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
折
柳
贈
別
」
を
前
提
と
す
る
よ
う
だ
が

︵
松
浦
知
久
編
﹃
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
︹
付
︺
歴
代
詩
﹄︵
大
修
館
書
店
・

二
〇
〇
一
︶
楊
巨
源
「
折
楊
柳
」「
諸
説
の
異
同
」
の
項
︵
執
筆
担
当
：
埋

田
重
夫
︶
を
参
照
︶、
こ
の
詩
も
旅
立
つ
人
物
に
楊
柳
の
枝
を
折
り
取
ら
せ

る
こ
と
で
、
望
郷
の
思
い
を
抱
か
せ
、
彼
を
引
き
留
め
よ
う
と
し
た
も
の
と

解
釈
で
き
る
。

��
六
朝
か
ら
唐
代
に
至
る
「
離
別
」
を
主
題
と
す
る
詩
の
史
的
展
開
に
つ
い
て

は
、
松
原
朗
氏
﹃
中
国
離
別
詩
の
成
立
﹄︵
研
文
出
版
・
二
〇
〇
四
︶
に
詳

し
い
。
松
原
氏
の
提
示
す
る
離
別
の
様
式
と
主
題
の
形
成
過
程
は
、「
折
楊

柳
」
の
展
開
と
も
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
氏
に
拠
れ
ば
、
離
別
と

い
う
主
題
は
、
盛
唐
か
ら
中
唐
前
期
に
か
け
て
興
隆
し
た
が
、
中
唐
後
期
以

降
は
一
転
し
て
そ
の
勢
い
を
失
い
、
相
対
的
に
衰
退
す
る
と
言
う
︵
同
書

「
ま
え
が
き
」
ⅶ
頁
参
照
︶。「
折
楊
柳
」
の
変
化
も
盛
唐
後
期
か
ら
中
唐
前

期
に
あ
り
、
こ
の
点
も
今
後
考
察
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

︵
広
島
大
学
︶
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